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Ⅰ 緒言
2008年の学習指導要領改訂において、体育科・保

健体育科における球技領域では、「ボールを持たない
ときの動き」が「ボール操作技能」と共に、明確に技
能の指導内容として位置づいた9）。これは、2017年の
学習指導要領改訂においても、同様の考え方が引き継
がれている。
髙橋25）は、これまでのボール運動の授業における
課題について、初歩的なスキル（on the ball skill）の
習得にはそれなりの関心が向けられたとしても、ボー
ルを持たないときの動き（off  the ball movement）に
ついてはほとんど学習されない点を問題にした上で、

今後はボールを持たないときの動きを含めた、学習内
容の確かな習得を図る教材の開発が必要であると指摘
している。このような問題意識に基づき、近年では、
ボールを持たないときの動きの向上が意図された授業
研究や授業実践が多く報告されてきている3）16）18）。
しかし、これまでの授業研究や授業実践の報告は小
学生が対象とされているものが多く、中学生以上が対
象とされている研究は数が少ないことが現状である。
細越ほか4）も、1997年から2006年における球技領域
の実践や研究では、小学生を対象としたものが多く、
中高生を対象とした方法論（指導法・教材・教具開発
等を適用した実践報告）に関する報告が少ないことを
明らかにしている。2007年以降においても、スポー
ツ教育学研究や体育学研究等の主要な体育科教育に関
する論文の中では、中高生を対象とした実践報告は少
なく、中高生における授業研究の成果は未だ乏しい。
他方で、球技領域における「ゴール型」（特に「侵
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Abstract
　The purpose of this study was to examine the effectiveness of teaching program intended to improve 

support behavior of futsal as goal-type games. The participants were 40 female college students who took part 
in a 7-hour PE futsal unit. All students took part in the ingenious games to make learning support behavior 
easy. Furthermore, the 5-on-5 game was administered pre- and post-unit. The 5-on-5 games videotaped, and the 
category of support behavior (success of stay, success of move, success of move again, success of create, and 
fail) was used for data analysis. Participants were asked to answer the Sport Competence scale(Okazawa et al. 
,1996). The main fi ndings are summarized as follows:
1. Average frequencies of support behavior increased in the post-unit.
2. Quality of support behavior increased in the post-unit.
3. The attitude toward Physical Education of participants improved in the post-unit.
These results suggest that the teaching program of this study is an eff ective strategy for improving support 
behavior and the attitude toward Physical Education in futsal. 
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入型ゲーム（注1）」）の種目に関しては、戦術的行為が
より複雑で、子どもにとって難しいものであると指摘
されてきた8）13）。その中でもサッカータイプのゲーム
は、ボール操作技能の困難性などについての課題が指
摘されており5）6）、特に学習成果を上げにくい種目（素
材）だといえる。ゴール型サッカータイプの授業にお
いて、ボール操作技能とボールを持たないときの動き
を学習者に確実に習得させるためには、どのような練
習やゲームなどの教材の工夫が必要になるのであろう
か。
サッカータイプのゲームを取り上げた授業研究・授

業実践においても、小学生と比べると、中学生以上が
対象となっているものは数多くないが、中学生が対象
となっているサッカーの授業研究としては、津田ほか
28）29）、足立ほか1）、飯田5）、須甲・金沢23）などの報告
がみられる。
一方で、高校生以上を対象としてサッカータイプの

ゲームが取り上げられている報告は中学生と比べても
極めて数が少ない。体育科・保健体育科では「生涯に
わたって、運動に親しむ資質や能力の育成」の充実が
目指されるようになり、学校段階の接続や発達の段階
に応じて小学校から高等学校までの12年間の指導内
容が整理されている9）。12年間の学びの集大成となる
高等学校での学習は学習の最終段階として大変重要な
位置づけとなるが、高校生が対象とされている授業研
究・実践報告の蓄積はほとんどなされておらず、焦眉
の課題となっている。
以上の背景を踏まえ、本研究では、ゴール型フット

サルの授業において、ボールを持たないときの動きの
向上を意図した指導プログラムを女子大学生に適用
し、その有効性について実証的に明らかにした上で、
女子高校生の体育授業に向けた適用可能性についても
検証していく。
また、「ボールを持たないときの動き」の中核は、
サポート（注2）であるとの指摘8）14）を踏まえて、本研
究では、ボールを持たないときの動きを「サポート」
の動きと捉え、研究を進めることとする。

Ⅱ 研究方法
1 対象と期日
2018年度9月～ 1月にかけて実施されたA体育系大
学におけるスポーツ実習の授業全15回の内、図1に示
すように第7回から第15回を対象期間とし、フットサ
ルを取り扱う学習期間とした。対象者はスポーツ実習
を受講している40名の女子大学生であった。また、
そのうち、サッカー経験者は1名であった。

2 教材の開発と指導プログラムの作成
指導プログラムの作成にあたって、まず、単元で中
核となる指導内容を設定する作業を行った。中学校学
習指導要領解説10）及び高等学校学習指導要領解説11）

における攻撃に関する例示を参考にし、「パスを受け
るために、ゴール前の空いている空間に動くこと（中
学1～ 2年次）」「パスを出した後に次のパスを受ける
動きをすること（高校入学年次）」といった2つの指
導内容を設定した。これは中学校及び高等学校での習
得が求められている内容ではあるが、対象者の実情に
合わせ、まず基礎・基本となるボールを持たないとき
の動きを身に付けることを目的としたためである。
指導内容の中核としては、上記のようにボールを持
たないときの動きを据えたが、当然、ゲームを行う際
にはボール操作技能も必要となる。故に、授業を行う
際は、「止める・蹴る」といったボール操作技能の習
得を意図した時間として、スキルアップタイムを毎授
業の序盤に設けた。
そして、第8回から第14回の授業にかけて、毎時間
の最後にはメインゲームとして「3対3ライン突破ゲー
ム」を位置付けた。このゲームは「パスを受けるため
に、ゴール前の空いている空間に動くこと」の指導内
容の習得を促進させることを狙いとしている。
図2にメインゲームの概要を示す。
本メインゲームの最大の特徴は、得点方法がシュー
トではなく、ゴールエリアに進められたボールをト
ラップする（止める）点である。このゲームでは、得
点をとるために学習者は必ずゴールラインを突破し、
ゴールエリアに走り込まなければならない。
サッカータイプのゲームは、ゴール型の種目の中で
も、ダイレクトシュートというところに一つの独自

図1. 第7回から第15回までの授業の流れ
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性がある20）。バスケットボールやハンドボールでは、
ゴール前の得点しやすい場所に移動してパスを受けて
も、キャッチとシュートのモーションで時間を要して
しまい、守備者にシュートコースを塞がれてしまう
ケースが多く、学習者が得点を決める成功体験を得ら
れにくいことがある。しかし、サッカータイプの場合
には、「味方のゴール前へのパスから、ボール非保持
者が得点しやすい場所に走り込んだ勢いでそのまま
シュートをすることが可能である」20）。
したがって、ダイレクトシュートにつなげる前段階

の学びとして、本メインゲームを設定した。ゴール前
の空いている空間に、仲間からのパスに合わせてタイ
ミングよく走り込むことを習得することができれば、
ゴール前に走り込んでスルーパスを受けてシュートを
するという醍醐味23）を学習者に体感してもらえるだ
ろうと判断したためである。
また、授業の中盤においては、「2対1グリットパス
回しゲーム」を実施した。このゲームは「パスを出し
た後にすぐにパスを受けるために動く」ことの習得を
ねらいとしたゲームとして、須甲22）により紹介さ
れている。2対1グリットパス回しゲームとは、5m×
5mのグリットの中で30秒間、攻撃者2人が守備者に
カットされないようにパスを回していくゲームであ
る。攻撃者はボール保持時に動いたり、ドリブルをし
たりすることができないため、ボールを保持していな
い攻撃者が「パスをもらうために守備者と重ならない
ように動くこと」が求められる。本研究では学習者の
ボール操作技能の習得状況を鑑みて、学習期間の前半
では手を使ったパス回し（グリット5m×5m）を、
後半では足を使ったパス回し（グリット7m×7m）
でボールを持たないときの動きの習得を図った。

また、第7回（ゲームⅠ）と第15回（ゲームⅡ）の
授業においては、ゴールキーパーを含めた5対5のフ
ルゲーム（注3）（4分ゲーム）を実施した。コートは
20m×40mの広さで設定し、ゴールの幅はエンドラ
イン上に設置したカラーコーンの間（5m）、高さはカ
ラーコーンの高さの範囲とした。今回採用したフル
ゲームは、ゴールの形は工夫したものの、その他は一
般的なフットサルのルールと同様な形で設定された。

3 教具の工夫
　本研究では、学習期間を通して、フットサルボー
ルは空気を抜いた状態で使用した。フットサルボール
は、重みがあることに加え、弾みにくい性質を有して
いる23）。また、須甲21）は、空気を抜いた重さのあるボー
ルは空気が抜かれることで、学習者のボールコント
ロールを容易にしたり、また、強いパスを出してもボー
ルの勢いがなくなり、止まりやすくなったりすると指
摘している。このようにボールを工夫することで、ボー
ル操作を容易にし、ボールを持たないときの動きの習
得に専念できるようにするとともに、学習者の顔面に
ボールが当たるなどの事故の防止、及び、ボールが遠
くに転がっていくことを防ぎ、学習者の実質的なゲー
ムに従事する時間の確保をねらいとした。

4 データ収集、分析方法
　女子大学生を対象としたゴール型フットサル授業
における指導プログラムの有効性を検討するために、
「ゲームパフォーマンス（ボールを持たないときの動
き）の変容」及び「体育授業に対する情意面の変容」
の2つの視点からデータを収集し、分析を行った。尚、
本研究では、ボールを持たないときの動きの向上を目

図2. メインゲーム「3対3 ライン突破ゲーム」の概要
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的としているため、「ゲームパフォーマンスの変容」
を主たる結果として位置づける。

1）  ゲーム中に発揮されたパフォーマンスの分析方法
 　学習者が実際にゲーム中に発揮したゲームパ
フォーマンスの変容を検討するために、ゲームⅠ（第
7回授業）及びゲームⅡ（第15回授業）において実
施された5対5のフルゲームを、コート全体を俯瞰
できるようにデジタルビデオカメラで撮影した。そ
してその映像データをもとに、分析カテゴリー（表
1）に基づいてボールを持たないときの動きを1プ
レーずつ分析した。尚、本研究では、ボール保持者
がボールをトラップしてからボールを放す瞬間まで
を1プレーとして設定した。その際、ボール非保持
者がパスを受けなかったり、パスを受けてもトラッ
プを失敗したりした場合や、ボール保持者がシュー
トを放った場合のボール非保持者の動きに関して
も、サポート行動としてカウントした。
 　また、本研究では、止まってのサポート＜動いて
のサポート＜動き直してのサポート＜作りだしての
サポートの順に質の高いサポート行動として捉え
た。

2） 情意面の変容に関する調査方法
 　情意に関する領域は、運動（スポーツ）に対する
興味関心や愛好的態度等のことを意味しており、こ
れらの目標の達成は運動学習への動機づけを強化す
るとともに、運動に対する主体的態度を形成すると
考えられている24）。このことから、緒言でも述べた

ように、体育科・保健体育科に求められている「生
涯にわたって運動に親しむ資質や能力の育成」を目
指していくことを踏まえると、生徒の情意領域の変
容は研究を進める上で必須となる観点となる。情意
領域は、図3のように、体育授業における「技能（上
手になる）」、「社会的行動（守る・かかわる）」、「認
識（わかる）」の各領域の学習プロセスを通じて生
み出されると考えられていることから、授業の評価
を実施し、その授業の内容や構成を確認することは、
生徒たちの情意領域の変容を検討する上で大きな手
掛かりとなる。
 　そこで本研究では、学生たちの情意領域の変容を
検討するために、多くの授業研究で既に一般化され
て用いられている、運動有能感調査（注4）15）を第7回
及び第15回の授業において学習者全員に実施した。

3） 分析の観点及び統計分析
 　本研究の主たる目的である、単元進行に伴う「ゲー
ムパフォーマンスの変容」を検討するため、ゲーム
Ⅰ（第7回授業）及びゲームⅡ（第15回授業）にお
いて発揮された学習者のサポート行動（表1に即し
た5種類）の出現回数を、それぞれのゲームごとに
算出した。加えて、サポート行動の成功率とその質
について、ゲームⅠからゲームⅡにかけての変容を
分析するために、χ2検定及び残差分析を実施した。
 　また、体育授業に対する情意面の変容を検討する
視点から、生徒の主観的評価である「運動有能感調
査」において、学習期間前後でどの程度評価が変容
したのかを検討するため、その前後における平均点
（合計得点、及び次元別）に対して、対応のあるt
検定を実施した。その際、第7回（ゲームⅠ）もし
くは第15回（ゲームⅡ）の授業を欠席したり、見
学したりした生徒は分析対象から除外した。その結
果、分析対象者は計36名であった。

表1. 分析カテゴリー（須甲・金沢22）を参考に作成）

図3. 体育の具体的目標の構造
（高橋, 1989, p. 13 を参考に筆者が作成）
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Ⅲ 結果と考察
1 サポート行動における成功率の変容
表2は、ゲームⅠからゲームⅡにかけての対象者全

体におけるサポート行動成功率の結果を示したもので
ある。授業経過（ゲームⅠからゲームⅡ）に伴うサポー
ト行動の成功率の差を比較するために、χ2検定を行っ
た。その結果、有意な関係がみられた（χ2=50.552, 
p< .001）。そこで、残差分析を行った結果、第7回に
実施されたゲームⅠでは、サポート行動の失敗数が多
く、成功数が少ないことが示唆された。一方で、第
15回に実施されたゲームⅡでは、サポート行動の成
功数が多く、失敗数が少なかった。したがって、ゲー
ムⅠではサポート行動の成功率は低いが、ボールを持
たないときの動きを学習した後のゲームⅡになるとサ
ポート行動の成功率は高まる傾向にあった。
ゲームⅠからゲームⅡにかけて、対象者のサポート

行動の成功率が向上した結果は、本研究で適用した指
導プログラムが、対象者のサポート行動の向上に有効
に作用したことを示している。
実際にゲームを概観してみると、ゲームⅠでは飯田5）

が指摘しているように、ボールに複数の学生が群がっ
て密集状態が続くような場面が多くみられた。しかし
ゲームⅡになると、ボールに密集する場面がなくなり、
ボール保持者から少し離れた場所に位置することで、
ボール保持者がプレーできるスペースを確保しようと
する学生が増加していた。ここで、高等学校学習指導
要領解説11）におけるボールを持たないときの動きの
例示には「ボール保持者が進行できる空間を作りだす
ために、進行方向から離れること（入学年次）」「侵入
する空間を作り出すために、チームの作戦に応じた移
動や動きをすること（その次の年次以降）」が明記さ
れており、これは本研究における作り出してのサポー

トの動きと類似するものである。分析を行う際に本研
究者が、ボールを受けに行く意思がないと判断し、ス
ペースを作り出せていても「失敗」としてカウントし
たケースがあった。それ故に、サポート行動の成功率
の向上が芳しくない結果になってしまった可能性があ
る。したがって、今後改めて分析方法を見直す必要が
ある。

2 サポート行動成功における質の変容
表3は、ゲームⅠからゲームⅡにかけての対象者全
体におけるサポート行動成功の質の変容の結果を示し
たものである。授業経過（ゲームⅠからゲームⅡ）に
伴うサポート行動成功の質の差を比較するために、
χ2検定を行った。その結果、有意な関係がみられた
（χ2=22.193, p< .001）。その際、「作りだして」のサポー
トは、リーグⅠ及びリーグⅡにおいて期待度が5未満
（χ2検定を行うために必要な最低度数以下）であった
ため、分析から除外した。「作りだして」以外の3項
目において残差分析を行った結果、ゲームⅠでは、サ
ポート行動成功の中でも「止まって」の成功が多く、「動
き直して」の成功数が少ないことが示唆された。一方
でゲームⅡでは、「止まって」の成功が少なく、「動き
直して」の成功数が増加する傾向にあった。したがっ
て、ゲームⅠではサポート行動の成功の内、「止まって」
の成功率は高く、「動き直して」の成功率は低いが、
簡易化（工夫）されたゲームを学習したゲームⅡにな
ると、「止まって」の成功率は減少し「動き直して」
の成功率が向上する傾向にあった。
ゲームⅠからゲームⅡにかけて、対象者のサポート
行動の成功における質が向上した結果は、本研究で適
用した指導プログラムがサポート行動の質の向上に有
効に作用したことを示唆している。特に「動き直して」
のサポートの増加に関しては、本指導プログラムにお

表2. 対象者全体におけるサポート行動成功率の変容（n=36）

表3. 対象者全体におけるサポート行動成功の質の変容（n=36）
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いてグリットパス回しを第8回から第14回までの毎時
間実施していたことから、パスを受けるための守備者
を振り切る動きが習得されたことが考えられる。しか
し、前章でも述べたように、分析方法を見直すことで
作りだしてのサポートの出現回数がさらに増えること
が予想される。
他方で、高等学校学習指導要領解説11）においては、

「運動種目を取り上げる際は、学習の最終段階である
ことを踏まえて、卒業後も継続できるよう、生涯スポー
ツの場面で運用される一般的なルールを取り上げた
り、参加者の体力や技能の程度、年齢や性別、生涯の
有無等に応じてルールを工夫したりする」ことが明記
されている。本研究ではフルゲームに近い形のゲーム
を学習期間の最初（ゲームⅠ）と最後（ゲームⅡ）に
実施した。学習内容を誇張（注3）した簡易化（工夫）
されたゲーム（グリットパス回しゲーム、ライン突破
ゲーム）を行い、その学習における成果が一般的なルー
ルに近い形のゲーム（ゲームⅡ）にも通用した点で、
本研究の知見は意義があるといえる。本研究の大学生
を対象とした知見は、高等学校の授業であっても、学
習内容の習得を意図して簡易化したゲームの工夫によ
り、学習成果を確実に保証することにつながるという
点を示唆している。

3 運動有能感調査の結果の変容
表4は、対象者全体における第7回及び第15回の授

業での運動有能感調査の結果を示したものである。「合
計得点」及び「次元ごと（身体的有能さの認知、統制
感、受容感）」の平均得点において、「受容感」次元を
除いたすべての項目で得点が向上した。
ここで、運動有能感調査において対応のあるt検定

を行った結果、「合計得点」、「身体的有能さの認知」
及び、「統制感」の次元において、単元前に比べ、単
元後の得点が有意に高まったことが示唆された。
杉原19）は、運動の上達や成功の経験が多い子ども
は運動有能感が形成され、運動好きで活動的になり、
日常生活においても積極的な行動がみられるようにな
ると指摘している。そして子どもたちを生涯スポーツ
に向かわせるために必要となる運動への内発的動機づ
けは、運動有能感の高まりによって強められるとも指
摘されている12）。
本研究で適用した指導プログラムは、学習者のサ

ポート行動に関するゲームパフォーマンスを向上させ

ると共に、運動有能感も高められたことから、運動に
対する興味関心や愛好的態度の形成にも有効に作用す
る結果となった。
まず、自分は運動を上手にできるようになるという
自信である「身体的有能さの認知」が向上した点は、
本指導プログラムによって技能（ゲームパフォーマン
ス）の成果が向上したという結果を学生自身が実感で
きる教材であったということを意味している。
また、サッカータイプのゲームは足でボールを操作
しなければならない点で難しいと指摘されているが、
その点が、かえって、練習をすればできるようになる
という「統制感」の向上にも結び付いたのではないか
と考えられる。練習すれば上手くなるという実感を得
られるといった意味では、難しいといわれているサッ
カータイプのゲームこそ、確実に技能の成果を保証す
ることで運動有能感の向上にも結びつきやすくなる可
能性が考えられる。
一方で、「受容感」次元において得点が有意に向上

しなかった結果は、毎授業においてチームメンバーを
固定しなかったことが要因であると考えられる。受容
感とは教師や学習仲間から受け入れられているという
自信であることから、チームの組み方や編成の仕方に
関してのより良い工夫が必要であったといえるだろ
う。

Ⅳ 結論と今後の課題
本研究では、女子大学生におけるゴール型フットサ
ルの授業において、ボールを持たないときの動きの向
上を意図した指導プログラムを適用し、その有効性に
ついて実証的に明らかにすることを目的として、検討
してきた。
その結果、以下の3点が明らかになった。
第1に、本研究における指導プログラムは、対象者
のサポート行動成功率の向上に有効に作用することが
示唆された。
第2に、本研究の指導プログラムは、サポート行動
の質の向上にも有効に作用することが示唆された。
第3に、本研究の指導プログラムは、対象者の体育
授業に対する情意面、すなわち愛好的態度を向上させ
ることにつながった。
以上の結果は、サポート行動の習得を意図して簡易

表4. 運動有能感調査の合計得点及び次元ごとにおけるt 検定の結果（n=36）
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慶野 芽以　ほか

化（工夫）されたゲームを実施することにより、その
成果が一般的なルールに近い形のゲームにも通用した
ことを意味している。対象は女子大学生ではあったも
のの、本研究で得られた知見は、高校生の体育授業に
向けた適用可能性が示唆されたといえるだろう。そし
て、今後、実際に高校生の授業において、指導プログ
ラムの成果を検討することができれば、この結果は、
学習指導要領の理念の具現化に向けた一助となること
も期待される。
他方で、本研究において、サポート行動の成功率は

ゲームⅡにおいて向上した結果となったが、その確率
は58%であった。この結果をさらに向上させるため
には、より効果的なゲームの工夫も求められる。

注
注1） 侵入型ゲームとは、グリフィンほか2）が提唱

した球技の分類型のうちの1つで、得点を取
るために敵の陣地に侵入することが目標とな
るゲームのこと（バスケットボールやサッ
カー等）を指す。高橋25）が提唱した「攻守入
り乱れ型」という表記によっても説明される。

注2） Oslin et al.17）において、サポートとは、味方チー
ムがボールを保持している場面で、パスを受
けるポジションへ移動するボールを持たない
動きであると定義されている。

 注3） Thorpe et al.27）によるゲーム修正論における、
ゲーム修正の段階を示す。フルゲームとは、
「すべての固有な技術や戦術を備えた、大人
によってプレイされるゲーム」を指す7）。
つまり、一般的なルールに基づいたゲームで
ある。誇張とは、フルゲームの基本的なルー
ルを保持しつつも、問題になる戦術的課題を
誇張するように、「副次的（補助的）ルール」
が導入されて修正がなされるゲームである7）。

注4） 運動有能感とは、①自分は運動を上手にでき
るようになるという自信である「身体的有能
さの認知」、②努力や練習をすればできるよ
うになるという自信である「統制感」、③教
師や学習仲間から受け入れられているという
自信である「受容感」の3因子で構成されて
いる。運動有能感調査はこれらの「身体的有
能さの認知」、「統制感」、「受容感」に関する
3次元12項目の質問で構成されている。
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